
医療保険制度改革に関する決議  

 

高 齢 化 の 進 展 、 高 度 医 療 技 術 の 進 歩 等 に 伴 い 、

老 人 医 療 費 を 中 心 と す る 国 民 医 療 費 は 年 々 増 大 す

る 一 方 、 長 引 く 経 済 の 低 迷 に よ り 保 険 料 収 入 が 伸

び 悩 み 、 各 医 療 保 険 制 度 は 厳 し い 財 政 状 況 に 置 か

れ て い る 。 と り わ け 、 国 民 健 康 保 険 は 、 制 度 発 足

当 初 に 比 べ 、 農 林 水 産 業 者 や 自 営 業 者 の 割 合 が 著

し く 減 少 す る な ど 職 業 構 成 が 大 き く 変 化 し て い る

上 、 近 年 、 高 齢 者 は 勿 論 の こ と 、 リ ス ト ラ 等 に よ

る 被 用 者 保 険 か ら の 加 入 者 や 職 を 持 た な い 若 年 者

が 増 加 し て い る 。 こ う し た 状 況 に あ り な が ら 、 医

療 保 険 制 度 の 抜 本 的 見 直 し が 全 く 行 わ れ て い な い

ため、この約 10 年 間で一般会計から国保特別会計

への繰入金は倍増し、今や 1 兆円近くにのぼって

いる。  

現 在 、 国 の 社 会 保 障 審 議 会 医 療 保 険 部 会 で は 、

昨年 3 月に閣議決定された「医療保険制度体系に

関 す る 基 本 方 針 」 を 踏 ま え 、 医 療 保 険 制 度 改 革 の

検 討 が 進 め ら れ て い る が 、 本 会 と し て も 、 所 管 の

委 員 会 に お い て 、 学 識 経 験 者 の 参 加 を 得 て 集 中 討



議 を 行 い 、 来 春 を 目 途 に 意 見 の 取 り ま と め を 行 う

こととしている。  

よ っ て 、 国 は 、 医 療 保 険 制 度 改 革 の 具 体 的 な 検

討 に あ た り 、 本 会 の 要 望 ・ 意 見 等 を 十 分 尊 重 す る

と と も に 、 下 記 事 項 に つ い て 万 全 の 措 置 を 講 じ ら

れるよう強く要請する。  

 

記  

 

１ ．国保は ､被 保険者に高齢者が多い上 ､無 職者・

低 所 得 者 の 割 合 が 半 数 を 超 え る な ど 構 造 的 な

問題を抱えていることから、被用者保険との制

度間を通じた抜本的改革が必要である。本会な

ど国保関係団体は、かねてから「高齢者を含む

す べ て の 国 民 を 対 象 と し た 医 療 保 険 制 度 へ の

一本化」を主張しているが、基本方針が目指す

「医療保険制度の一元化」を一本化への道筋と

して位置付け、その具体的方策について検討す

ること。  

 

 



２ ． 基 本 方 針 で は 、 基 本 的 な 方 向 と し て 、 被 用 者

保 険 、 国 保 そ れ ぞ れ に つ い て 、 都 道 府 県 単 位 を

軸 と し た 保 険 者 の 再 編 ・ 統 合 を 進 め る こ と と し

て い る が 、 こ れ を 現 実 の も の と す る な ら ば 、 国

保 財 政 の 基 盤 強 化 に 結 び つ く 財 政 措 置 が 必 要 で

あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 そ の た め の 確 固 た

る財源を確保すること。  

 

３ ．高齢者医療制度については、前期高齢者の「財

政 調 整 方 式 」 と 後 期 高 齢 者 の 「 独 立 保 険 方 式 」

が 示 さ れ て い る が 、 前 期 高 齢 者 に つ い て は 、 制

度 間 に お け る 高 齢 者 の 偏 在 に よ る 医 療 費 負 担 の

不 均 衡 を 是 正 す る た め 、 年 齢 構 成 に 加 え 、 所 得

に も 着 目 し た 調 整 を 行 う 仕 組 み と す る と と も に 、

実 態 に 即 し て 対 象 者 の 年 齢 の 範 囲 を 設 定 す る こ

と。  

また、 75 歳 以上の後期高齢者については、社

会 保 険 で は な く 公 費 等 に よ る 運 営 を 国 の 責 任 に

おいて実施すること。  

なお、現在、国保と介護保険の両保険者として、

極めて深刻な財政運営に直面している市町村が、



新たな制度の保険者を担うことは、到底困難であ

る。  

 

４ ． よ り 高 率 の 保 険 料 （ 税 ） 設 定 が 難 し い 国 保 の

実 情 を 考 慮 し 、 や む を 得 ず 一 般 会 計 か ら 国 保 特

別 会 計 へ 巨 額 の 繰 入 れ を 行 っ て も 、 な お 大 き な

赤 字 を 計 上 し て い る 実 態 や 都 市 財 政 の 窮 状 に か

んがみ、平成 17 年 度予算において、危機的状況

に あ る 国 保 制 度 に 対 し 更 な る 財 政 措 置 を 講 じ る

こと。  

 

以 上決議する。  
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